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昭

和

26

年

か

ら

米

軍

キ

ャ

ン

プ

と

し

て

再

活

用

さ

れ

た

元

千

歳

海

軍

第

二

航

空

基

地

（

Ｓ

27

～

二

基

地

、

現

・

陸

上

自

衛

隊

東

千

歳

駐

屯

地

）

か

ら

装

軌

車

輛

が

、

接

収

さ

れ

た

元

島

松 

陸

軍

演

習

場

（

現

・

北

海

道

大

演

習

場

）

へ

移

動

す

る

た

め

の

ル

ー

ト

が

あ

っ

た

。

Ａ

経

路

、 

Ｂ

経

路

は

26

年

６

月

に

オ

ク

ラ

ホ

マ

州

兵

第

45

歩

兵

師

団

が

使

用

を

開

始

し

た

。

45

師

団

は

歩

兵

連

隊

隷

下

の

支

援

戦

車

中

隊

、

砲

兵

連

隊

な

ど

を

有

し

て

い

た

。

後

に

駐

屯

す

る

第

１

騎

兵

師

団

は

ハ

ー

フ

ト

ラ

ッ

ク

半

履

帯

（

Ａ

Ｐ

Ｃ

／

半

装

軌

装

甲

兵

車

）

な

ど

で

移

動

す

る

機

械

化

歩

兵

部

隊

で

あ

り

砲

兵

連

隊

、

戦

車

大

隊

な

ど

が

パ

ッ

ケ

ー

ジ

さ

れ

て

い

た

。

現

在

ま

で

３

ル

ー

ト

が

設

定

さ

れ

、

Ｃ

経

路

は

陸

自

が

設

定

し

現

在

に

至

っ

て

い

る

。 
 

 

い

ず

れ

の

経

路

で

あ

っ

て

も

装

軌

車

が

鉄

道

を

越

え

る

場

合

と

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

舗

装

道

路

横

断

に

あ

た

っ

て

は

、

警

報

機

誤

作

動

防

止

と

舗

装

養

生

の

た

め

毛

布

な

ど

を

敷

い

た

。 

 

な

お

、

国

内

で

戦

車

な

ど

の

装

軌

車

が

公

道

を

移

動

ル

ー

ト

と

し

て

い

る

例

は

千

歳

以

外

に

は

な

い

。

こ

れ

は

、

野

戦

砲

実

弾

射

撃

の

演

習

場

を

必

要

と

し

な

か

っ

た

海

軍

の

航

空

基

地

を

陸

上

部

隊

が

キ

ャ

ン

プ

、

駐

屯

地

と

し

て

使

用

し

て

い

る

こ

と

が

理

由

で

あ

る

。

時

代

と

と

も

に

変

遷

し

た

３

ル

ー

ト

を

み

て

み

た

い

。 

 

Ａ

経

路 

Ａ

経

路

は

二

基

地

正

面

か

ら

二

基

地

道

路

（

現

・

東

大

通

）

を

西

進

、

国

鉄

線

を

越

え

右

折

、

第

２

停

車

場

線

（

現

・

中

央

大

通

）

か

ら

千

歳

駅

前

通

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

道

路

）

、

地

方

費

道

札

幌

浦

河

線

（

現

・

国

道

36

号

）

で

島

松

演

習

場

に

移

動

し

た

（

図

中

A1
）

。

ル

ー

ト

は

中

心

市

街

地

を

避

け

て

設

定

さ

れ

て

い

た

。

２

㌧

半

積

６

輪

駆

動

ト

ラ

ッ

ク

（

Ｇ

Ｍ

Ｃ

）

、

全

輪

駆

動

の

ウ

ェ

ポ

ン

キ

ャ

リ

ア

、

ジ

ー

プ

な

ど

の

装

輪

車

主

体

だ

っ

た

が

、

戦

車

、

Ａ

Ｐ

Ｃ

、

砲

兵

ト

ラ

ク

タ

ー

（

砲

牽

引

車

）

な

ど

の

移

動

に

も

利

用

さ

れ

た

（

青

葉

在

住

、

元

保

安

隊

特

科

・

山

口

良

二

談

／

Ｓ

37

第

７

戦

車

大

隊

東

千

歳

→

北

千

歳

移

駐

時

ル

ー

ト

）

。

ま

た

、

装

輪

車

は

二

基

地

道

路

‐

札

幌

浦

河

線

（

通

称

・

室

蘭

街

道

）

も

使

っ

た

。 
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Ａ

経

路

の

大

部

分

が

室

蘭

街

道

と

重

な

る

。

定

山

渓

鉄

道

豊

平

踏

切

か

ら

千

歳

橋

間

が

札

幌 
‐

千

歳

道

路

と

し

て

27

年

10

月

１

日

か

ら

改

良

工

事

に

着

手

、

翌

年

11

月

２

日

に

竣

工

し

た

。

 

工

事

に

あ

た

り

、

第

３

工

区

千

歳

‐

島

松

間

の

う

ち

長

都

‐

島

松

間

約

10

㌔

は

一

本

道

で

あ

る 

こ

と

か

ら

仮

道

を

必

要

と

し

た

こ

と

、

米

軍

戦

車

の

通

行

を

考

慮

し

て

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

コ

ン

ク 

リ

ー

ト

と

し

た

こ

と

が

『

札

幌

・

千

歳

間

道

路

物

語

』

に

記

述

が

あ

る

。 

 
 
 

…

千

歳

～

島

松

間

の

演

習

場

ま

で

の

区

間

に

は

約

一

〇

㎞

の

平

行

仮

道

を

新

設

し

た

。

…

こ

の

平 

行

仮

道

は

、

道

路

開

通

後

、

演

習

車

両

、

特

に

キ

ャ

タ

ピ

ラ

道

路

と

し

て

有

効

に

利

用

さ

れ

た

も

の 

で

あ

っ

た

。

／

（

舗

装

工

法

決

定

に

あ

た

っ

て

は

最

重

交

通

で

特

車

を

含

ん

で

い

る

こ

と

か

ら

）

千 

歳

市

街

の

既

設

コ

ン

ク

リ

ー

ト

舗

装

の

摩

損

状

態

か

ら

み

て

、

舗

装

の

表

層

は

良

質

の

ア

ス

フ

ァ

ル 

ト

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

、

キ

ャ

タ

ピ

ラ

等

の

摩

損

に

耐

え

る

こ

と

が

要

求

さ

れ

た

。 

 

『

札

幌

・

千

歳

間

道

路

物

語

』

の

記

述

か

ら

駅

前

通

コ

ン

ク

リ

ー

ト

道

路

を

米

軍

装

軌

車

が 

通

行

し

て

い

た

こ

と

、

札

幌

‐

千

歳

道

路

の

舗

装

が

完

成

し

た

28

年

以

降

も

平

行

仮

道

を

Ａ

経 

路

と

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

（

装

軌

車

通

行

終

期

不

詳

…

騎

兵

師

団

撤

退

時

か

）

。 

 

Ａ

経

路

は

45

師

団

の

来

駐

当

初

か

ら

使

わ

れ

た

が

、

そ

れ

以

前

に

第

一

基

地

（

現

・

空

自

千 

歳

）

に

進

駐

し

て

い

た

占

領

部

隊

は

小

規

模

で

野

戦

砲

な

ど

の

重

装

備

も

な

か

っ

た

。

ま

た

、 

米

軍

は

27

年

に

保

安

隊

千

歳

駐

屯

地

（

現

・

北

千

歳

）

が

で

き

て

か

ら

は

室

蘭

街

道

か

ら

東 

10

線

で

左

折

（

図

中

A2
）

、

駐

屯

地

か

ら

キ

キ

ョ

ウ

が

原

、

坊

主

山

付

近

を

通

過

し

て

演

習 

場

に

向

か

う

こ

と

も

あ

っ

た

と

い

う

。 

 

新

橋

通

を

Ａ

経

路

と

す

る

説

が

あ

る

が

新

橋

は

、

札

幌

‐

千

歳

道

路

工

事

中

の

千

歳

橋

迂

回 

路

＝

仮

橋

と

し

て

28

年

２

月

末

に

架

設

さ

れ

た

。

既

出

の

山

口

は

「

歩

道

も

な

い

車

道

木

橋

で 

強

度

が

低

く

Ｇ

Ｍ

Ｃ

の

通

行

も

危

険

だ

っ

た

」

と

述

懐

す

る

。

幅

員

も

狭

く

Ｇ

Ｍ

Ｃ

の

擦

れ

違 

い

も

ま

ま

な

ら

な

い

千

歳

一

の

目

抜

き

通

り

に

装

軌

車

移

動

ル

ー

ト

を

設

定

す

る

は

ず

も

な

く

、

 

な

に

よ

り

も

Ａ

経

路

使

用

開

始

時

に

は

架

橋

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

。 

 

Ｂ

経

路 

Ｂ

経

路

は

二

基

地

南

門

か

ら

現

・

南

千

歳

ア

ン

ダ

ー

パ

ス

方

向

を

斜

め

に

進

み

国

鉄

線

を

越

え

、

室

蘭

街

道

を

渡

り

千

歳

飛

行

場

滑

走

路

南

端

を

西

進

（

図

中

B1
‐

1
）

、

マ

マ

チ

山

林

＝

泉

沢

を

通

過

し

烏

柵

舞

う

さ

く

ま

い

橋

に

向

か

っ

た

。

千

歳

川

渡

河

後

は

孵

化

場

ふ

か

ば

道

路

な

ど

を 

通

行

、

漁

川

い

ざ

り

が

わ

を

渡

り

盤

尻

ば

ん

じ

り

に

至

っ

た

。

35

年

に

東

側

滑

走

路

の

新

設

工

事

が

始

ま

っ

て

か

ら 

は

国

道

を

さ

ら

に

南

下

、

御

前

水

の

坂

の

途

中

で

旧

室

蘭

街

道

に

入

っ

た

（

図

中

B1
‐

2
）

。

林

道

を

走

行

す

る

こ

と

か

ら

装

輪

車

が

随

伴

し

な

い

装

軌

車

の

ル

ー

ト

で

、

距

離

が

長

く

移

動

に

時

間

を

要

し

た

。 
 

 

26

年

６

月

か

ら

45

師

団

支

援

戦

車

中

隊

が

駒

里

の

農

地

（

Ｓ

26

・

４

・

10

接

収

～

29

・

12

・

31

解

除

／

接

収

地

内

の

耕

作

は

可

能

）

で

演

習

、

か

つ

鉄

道

以

西

に

移

動

し

た

。

27

年

に

は

Ｍ

26

重

戦

車

装

備

の

第

１

騎

兵

師

団

第

70

戦

車

大

隊

が

二

基

地

に

駐

留

し

た

。

28

年

秋

に

開

拓

農

民

が

騎

兵

師

団

長

と

交

渉

、

悲

願

の

Ｂ

経

路

鉄

道

以

東

の

原

型

と

な

る

農

地

内

移

動

ル

ー

ト

（

後

・

平

和

道

路

）

が

出

来

上

が

っ

た

こ

と

に

よ

り

農

地

で

の

訓

練

は

行

わ

れ

な

く

な

っ

た

。

し

か

し

、

残

念

な

こ

と

に

保

安

隊

南

恵

庭

の

第

１

０

１

特

車

大

隊

所

属

の

Ｍ

24

軽

特

車

が

、

29

年

６

月

24

日

か

ら

10

日

間

に

わ

た

り

農

地

内

で

訓

練

を

行

っ

た

。

30

年

の

騎

兵

師

団

撤

退

後

は

陸

自

が

Ｃ

経

路

を

専

ら

使

用

す

る

37

年

頃

ま

で

使

用

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

後

述

の

Ｃ

経

路

問

題

が

惹

起

さ

れ

た

43

年

11

月

13

日

に

陸

自

装

軌

車

の

大

部

隊

が

Ｂ

経

路

を

踏

破

し

た

。

移

動

に

あ

た

っ

て

ナ

イ

ベ

ツ

川

に

仮

橋

を

架

け

る

計

画

も

あ

っ

た

が

、

市

ガ

ス

水

道

局

の

水

道

水

源

汚

濁

の

懸

念

に

よ

る

反

対

で

取

り

や

め

と

な

っ

た

。 

 

な

お

、

板

敷

誘

導

路

跡

（

第

２

平

和

道

路

・

図

中

B2
）

を

通

行

す

る

場

合

は

、

柏

台

通

踏

切

（

現

・

南

千

歳

駅

）

を

越

え

室

蘭

街

道

を

約

２

㌔

南

下

し

右

折

、

滑

走

路

南

端

に

進

ん

だ

。 

新

た

な

証

言 

本

論

の

チ

ェ

ッ

ク

を

依

頼

し

た

北

栄

の

元

自

衛

官

佐

々

木

信

雄

か

ら

戦

車

移

動

経

路

の

歴

史

は

Ｂ

の

方

が

古

い

と

い

う

新

た

な

証

言

が

飛

び

出

た

。

Ａ

と

Ｂ

を

取

り

違

え

て

い

る

と

の

指

摘

だ

っ

た

。

佐

々

木

は

25
年

に

警

察

予

備

隊

（

帯

広

特

科

）

に

入

隊

し

29
年

に

異

動

で

来

千

、

53
年

に

退

官

し

た

。

部

隊

勤

務

の

大

部

分

が

特

科

で

あ

っ

た

。

マ

マ

チ

山

林

を

越

え

る

経

路

で

は

千

歳

川

両

岸

の

登

坂

が

最

も

難

所

だ

っ

た

と

い

う

。

ま

た

、

Ａ

、

Ｂ

と

は

単

な

る

呼

称

で

あ

る

こ

と

か

ら

敢

え

て

直

す

こ

と

も

な

い

と

も

話

し

た

。 
 

 

執

筆

者

は

今

回

の

戦

車

道

路

の

調

査

か

ら

次

の

こ

と

を

推

論

し

た

。 

 

Ａ

、

Ｂ

の

２

ル

ー

ト

は

45
師

団

来

駐

と

と

も

に

同

時

期

に

使

用

を

開

始

し

た

こ

と

は

先

に

述

べ

た

。

駒

里

の

農

地

に

は

タ

コ

ツ

ボ

が

多

く

掘

ら

れ

て

い

た

と

い

う

証

言

か

ら

戦

車

の

歩

兵

直

協

訓

練

の

場

で

、

実

弾

射

撃

の

訓

練

は

マ

マ

チ

山

林

を

越

え

て

島

松

で

行

っ

て

い

た

の

だ

ろ

う

（

自

走

砲

も

同

じ

）

。

ま

た

、

野

戦

砲

牽

引

の

砲

兵

ト

ラ

ク

タ

ー

や

Ａ

Ｐ

Ｃ

な

ど

の

装

軌

車

は
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林

道

走

破

が

危

険

な

こ

と

か

ら

装

輪

車

と

と

も

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

道

路

‐

室

蘭

街

道

を

使

い

、

札

幌

‐

千

歳

道

路

舗

装

完

成

後

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

道

路

‐

旧

室

蘭

街

道

‐

キ

ャ

タ

ピ

ラ

道

路

を

使

っ

た

の

だ

ろ

う

こ

と

は

推

測

に

難

く

な

い

。 

 

市

街

地

経

由

の

ル

ー

ト

が

装

軌

車

の

騒

音

問

題

な

ど

か

ら

マ

マ

チ

山

林

ル

ー

ト

よ

り

も

先

に

使

用

停

止

に

な

り

、

後

年

に

な

っ

て

「

Ａ

」

を

付

さ

れ

た

と

考

え

る

の

が

至

当

で

あ

ろ

う

。 
 

 

い

ず

れ

に

し

て

も

Ａ

・

Ｂ

経

路

に

つ

い

て

は

在

千

関

係

者

も

少

な

く

未

解

明

の

部

分

が

多

い

。

以

下

の

Ｃ

経

路

を

含

め

本

論

の

過

誤

を

指

摘

願

い

た

い

。 

 

Ｃ

経

路 

Ｃ

経

路

は

駐

屯

地

正

面

北

か

ら

根

志

越

東

道

路

（

Ｓ

34

市

道

認

定

／

現

・

祝

梅

根

志

越

線

）

を

進

み

、

道

道

２

１

３

号

千

歳

由

仁

線

（

現

・

国

道

３

３

７

号

）

を

経

由

し

て

千

歳

第

二

小

学

校

付

近

で

南

28

号

に

入

り

、

東

７

線

（

当

初

10

線

、

９

線

、

８

線

）

で

左

折

、

国

鉄

線

、

国

道

36

号

を

越

え

直

進

し

て

演

習

場

に

入

っ

た

。

37

年

の

機

械

化

部

隊

で

あ

る

第

７

混

成

団

（

Ｓ

37

・

８

・

15

第

７

師

団

改

編

）

移

駐

以

降

か

ら

使

わ

れ

、

市

民

は

日

常

的

に

「

戦

車

道

路

」

と

呼

ん

で

い

る

（

42

年

頃

、

鉄

道

以

東

に

お

い

て

戦

車

が

東

11

線

を

走

行

し

、

11

線

以

南

の

現

・

中

央

大

通

が

コ

ン

ク

リ

ー

ト

舗

装

さ

れ

て

い

た

と

い

う

証

言

も

あ

る

）

。 

市

は

40

年

４

月

か

ら

鉄

道

以

西

の

東

７

線

周

辺

に

お

い

て

市

営

工

場

団

地

（

現

・

第

一

工

業

団

地

）

の

分

譲

を

開

始

し

、

翌

年

か

ら

多

く

の

工

場

が

操

業

を

開

始

し

た

。

ま

た

、

国

道

以

西

に

お

い

て

も

自

由

ヶ

丘

団

地

町

内

会

が

40

年

に

発

足

す

る

な

ど

東

７

線

沿

線

は

装

軌

車

が

地

響

き

と

騒

音

、

砂

塵

を

巻

上

げ

て

走

行

す

る

環

境

で

は

な

く

苦

情

も

多

く

な

っ

て

き

た

。

新

た

な

ル

ー

ト

設

定

が

求

め

ら

れ

、

戦

車

道

路

は

南

28

号

を

北

上

し

東

５

線

で

左

折

、

国

鉄

線

を

越

え

る

と

東

４

線

に

合

流

し

て

演

習

場

を

目

指

す

こ

と

と

な

っ

た

。 

 

43

年

か

ら

市

は

新

Ｃ

経

路

の

整

備

に

取

り

組

ん

だ

が

、

農

業

地

帯

を

通

る

こ

と

か

ら

粉

塵

に

よ

る

農

業

被

害

が

懸

念

さ

れ

補

償

問

題

も

提

起

さ

れ

た

。 

 

国

鉄

線

と

の

立

体

交

差

で

あ

る

東

４

線

跨

線

道

路

は

千

歳

線

複

線

化

工

事

に

合

わ

せ

44

年

11

月

か

ら

45

年

３

月

ま

で

の

間

に

架

橋

を

終

え

た

。

ま

た

、

国

道

36

号

と

の

立

体

交

差

で

あ

る

長

都

跨

線

橋

は

45

年

９

月

か

ら

12

月

に

工

事

が

行

わ

れ

た

。 

 

46

年

か

ら

造

成

を

開

始

し

た

第

三

工

場

団

地

を

縦

貫

す

る

東

４

線

は

装

軌

車

の

通

行

と

除

雪

堆

積

を

考

慮

し

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

舗

装

４

車

線

で

工

事

を

開

始

し

た

。 

 

47

年

12

月

１

日

か

ら

大

部

分

が

未

舗

装

の

ま

ま

新

Ｃ

経

路

の

供

用

を

開

始

し

、

市

街

地

、

住

宅

街

を

装

軌

車

が

走

る

と

い

う

難

問

は

一

応

解

決

を

み

た

。

振

動

、

騒

音

、

粉

塵

被

害

を

防

ぐ

た

め

の

全

長

約

10

㌔

、

幅

員

７

㍍

、

厚

さ

25

㌢

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

舗

装

は

49

年

９

月

に

始

ま

り

９

年

後

の

58

年

12

月

に

全

線

が

完

成

し

た

。 

 

し

か

し

、

演

習

場

出

入

口

に

隣

接

す

る

第

三

工

業

団

地

東

４

線

・

南

33

号

交

点

付

近

で

は

車

体

や

カ

タ

ピ

ラ

に

付

着

し

た

泥

土

が

落

下

し

粉

塵

化

す

る

こ

と

で

、

精

密

機

械

や

製

品

に

悪

影

響

を

与

え

る

問

題

は

未

解

決

の

ま

ま

に

な

っ

て

い

た

。

こ

の

対

策

と

し

て

道

央

自

動

車

道

以

西

に

お

い

て

、

東

千

歳

駐

屯

地

連

山

滑

走

路

を

切

り

取

っ

た

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

で

造

っ

た

通

路

や

、

千

歳

飛

行

場

滑

走

路

打

替

に

お

け

る

撤

去

コ

ン

ク

リ

ー

ト

片

の

上

を

通

行

す

る

こ

と

で

生

じ

る

振

動

に

よ

っ

て

泥

土

を

落

下

さ

せ

る

研

究

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

抜

本

的

な

解

決

策

と

し

て

62

年

10

月

に

道

央

自

動

車

道

を

跨

ぐ

空

沢

橋

を

挟

ん

で

両

側

約

１

６

０

㍍

、

幅

７

㍍

を

コ

ン

ク

リ

ー

ト

舗

装

、

平

成

元

年

３

月

に

は

戦

車

洗

浄

施

設

が

建

設

さ

れ

た

。 

陸

自

の

戦

車

は

創

設

時

に

あ

っ

て

は

米

軍

供

与

75

（

76

）

㍉

砲

装

備

の

Ｍ

24

軽

戦

車

（

重

量

18

ｔ

／

～

Ｓ

39

）

、

Ｍ

４

中

戦

車

（

30

ｔ

／

～

Ｓ

45

頃

）

、

Ｍ

41

軽

戦

車

（

23

ｔ

／

～

Ｓ

55

）

で

あ

っ

た

。

37

年

か

ら

は

陸

軍

四

式

中

戦

車

（

主

砲

75

㎜

砲

・

重

量

30

ｔ

・

エ

ン

ジ

ン

４

１

０

PS

）

の

流

れ

を

汲

む

戦

後

初

の

国

産

61

式

中

戦

車

（

90

㎜

・

35

ｔ

・

５

７

０

PS

）

、

51

年

に

は

74

式

戦

車

（

１

０

５

㎜

・

38

ｔ

・

７

２

０

PS

）

が

配

備

さ

れ

た

。

装

甲

車

、

自

走

榴

弾

砲

な

ど

も

新

装

備

導

入

の

都

度

大

型

化

し

て

い

っ

た

。 
 

 

平

成

４

年

６

月

に

は

１

２

０

㍉

砲

搭

載

、

重

量

50

㌧

と

、

こ

れ

ま

で

の

日

本

戦

車

と

は

一

線

を

画

し

北

海

道

専

用

と

も

い

え

る

90

式

戦

車

が

配

備

さ

れ

た

。

攻

撃

力

と

防

御

力

が

強

化

さ

れ

重

量

が

増

す

こ

と

に

よ

っ

て

エ

ン

ジ

ン

出

力

も

74

式

の

倍

と

な

る

１

５

０

０

馬

力

と

な

っ

て

騒

音

、

振

動

問

題

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

危

惧

さ

れ

た

。 

 

５

年

２

月

、

市

庁

内

に

Ｃ

経

路

対

策

委

員

会

が

設

置

さ

れ

ル

ー

ト

変

更

を

含

め

検

討

を

重

ね

た

が

、

６

年

11

月

末

に

市

街

地

形

成

の

形

状

か

ら

現

ル

ー

ト

を

維

持

す

る

こ

と

と

し

、

装

軌

車

の

走

行

速

度

、

走

行

間

隔

、

統

制

員

の

配

置

な

ど

の

移

動

方

法

と

緩

衝

地

帯

の

あ

り

方

の

検

討

結

果

を

ま

と

め

た

。

こ

れ

を

受

け

、

７

年

３

月

に

は

市

と

沿

線

農

業

者

を

中

核

と

す

る

Ｃ

経

路

対

策

会

議

（

Ｈ

６

・

７

発

足

）

が

覚

書

を

交

わ

し

た

。

そ

の

後

も

、

Ｃ

経

路

沿

線

に

お

け

る

幸
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福

、

勇

舞

、

み

ど

り

台

地

区

の

住

宅

団

地

造

成

に

絡

み

、

周

辺

環

境

維

持

の

た

め

種

々

の

施

策

、

整

備

が

行

わ

れ

て

い

る

。 

    

こ

こ

ま

で

Ｃ

経

路

に

つ

い

て

述

べ

て

き

た

が

、

防

衛

省

自

衛

隊

関

係

者

や

研

究

者

を

読

者

層

と

す

る

『

軍

事

研

究

（

２

０

１

６

年

７

月

号

）

』

の

表

紙

を

根

志

越

橋

を

渡

る

直

前

の

90

式

戦

車

が

飾

っ

た

。

カ

ラ

ー

グ

ラ

ビ

ア

に

も

写

真

と

解

説

が

載

っ

た

（

撮

影

・

鈴

崎

利

治

）

。 
 
 
 

 

「

東

千

歳

駐

屯

地

祭 

ザ

・

デ

イ

・

ア

フ

タ

ー 

戦

車

、

Ｃ

経

路

を

行

く

」

…

国

道

３

３

７

号

を

走 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

る

第

73

戦

車

連

隊

の

90

式

戦

車

。

各

車

は

間

隔

を

広

く

と

り

、

時

速

10

㎞ 

程

度

で

ゆ

っ

く

り

と 

進

む

。

地

元

民

間

車

両

は

慣

れ

た

も

の

で

次

々

と

戦

車

を

追

い

越

し

て

い

く

。

… 
 

 
 

tr  

資

料

に

見

る

本

論

以

外

の

経

路

概

要    

平

成

17

年

に

千

歳

地

方

隊

友

会

が

編

集

し

た

『

北

海

道

大

演

習

場

五

十

年

物

語

』

に

あ

る

松

岡

政

雄

の

「

昔

は

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

３

本

の

経

路

が

あ

っ

た 

‐

国

道

36

号

線

は

毛

布

を

敷

い

て

横

断

‐

」

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。    

Ａ

経

路 

（

東

千

歳

）

正

面

の

横

を

通

り

、

師

団

通

り

～

朝

日

町

～

本

町

の

36

号

線

を

地

蔵

さ

ん 
 

 
 

四

差

路

（

旭

友

）

を

左

折

し

て

高

圧

四

差

路

に

至

る

。

主

に

装

輪

車

が

使

用

し

、

装

軌

車

は

Ａ

Ｐ

Ｃ 

が

使

用

し

て

い

た

が

36

号

線

の

交

通

量

が

多

く

、

か

つ

、

装

軌

車

の

騒

音

問

題

で

使

用

さ

れ

な

く

な 

っ

た

。

（

著

者

註

‐

旭

友

＝

現

・

業

務

ス

ー

パ

ー

＝

東

７

線

／

四

差

路

→

正

し

く

は

四

叉

路

） 

Ｃ経路を南恵庭に向けて走行する 90 式戦車 

Ａ経路        Ｂ経路       Ｃ経路 
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Ｂ

経

路 

東

千

歳

の

南

門

か

ら

ア

ウ

サ

リ

（

現

南

千

歳

駅

付

近

）

で

Ｊ

Ｒ

千

歳

線

を

越

え

（

鉄

道 

線

を

越

え

る

と

き

は

線

路

に

毛

布

を

敷

く

《

装

軌

車

の

鉄

履

帯

に

よ

り

警

報

機

が

鳴

り

出

す

の

を

防 
ぐ

た

め

》

）

、

36

号

線

を

南

下

し

、

御

前

水

の

坂

の

手

前

で

右

に

入

り

、

森

林

地

帯

を

現

臨

空

工

業 

団

地

付

近

を

通

過

し

、

烏

柵

舞

橋

か

ら

キ

キ

ョ

ウ

ヶ

原

の

演

習

場

へ

、

こ

の

経

路

は

森

林

地

帯

を

通

過

す

る

た

め

装

輪

車

は

同

行

で

き

ず

、

時

間

を

要

す

る

の

で

殆

ど

利

用

さ

れ

な

か

っ

た

。 

Ｃ

経

路 

現

在

の

Ｃ

経

路

は

36

号

線

の

交

通

量

が

多

く

な

っ

て

か

ら

で

、

昭

和

40

年

こ

ろ

ま

で 

は

信

号

機

は

ど

こ

も

な

く

、

南

28

号

通

を

東

７

線

で

左

折

し

、

地

蔵

さ

ん

四

差

路

を

通

り

高

圧

四

差 

路

に

至

る

。

装

軌

車

が

36

号

線

を

通

過

す

る

と

き

は

、

部

隊

は

縦

隊

を

収

縮

さ

せ

、

民

間

車

は

止

め 

て

、

転

用

毛

布

を

道

路

に

敷

き

（

36

号

線

の

路

面

の

損

傷

防

止

）

一

気

に

通

過

さ

せ

て

い

た

。 

 

も

う

一

つ

の

資

料

は

千

歳

市

発

行

『

千

歳

市

と

基

地

』

第

３

章

中

の

「

Ｃ

経

路

の

装

軌

車

走 

行

に

よ

る

障

害

」

に

あ

る

〈

３

ル

ー

ト

の

概

要

〉

で

あ

る

。 

Ａ

経

路

は

、

現

在

の

東

大

通

か

ら

旧

国

道

36

号

で

市

街

地

（

朝

日

町

、

東

雲

町

、

本

町

、

錦

町

） 

に

進

入

し

、

新

橋

通

り

を

北

上

し

て

国

道

に

平

行

な

恵

庭

、

島

松

に

移

動

し

た

コ

ー

ス 

Ｂ

経

路

は

、

現

在

の

道

道

早

来

千

歳

線

を

経

由

し

、

主

に

東

千

歳

駐

屯

地

の

南

側

ゲ

ー

ト

を

出

て

、

JR

横

断

後

旧

空

港

タ

ー

ミ

ナ

ル

前

の

広

場

を

通

り

飛

行

場

南

側

を

西

へ

進

み

、

烏

柵

舞

橋

を

わ

た

り 

俗

名

「

ふ

化

場

通

り

」

を

北

上

す

る

コ

ー

ス 

 
 
 

Ｃ

経

路

は

、

市

道

祝

梅

根

志

越

線

及

び

現

国

道

３

３

７

号

を

経

由

し

て

市

道

南

28

号

を

通

り

、

南 

下

す

る

ル

ー

ト

で

あ

り

、

市

街

化

が

進

む

と

と

も

に

東

10

線

か

ら

東

方

向

へ

推

移

し

、

現

在

は

東

４ 

線

に

定

着

し

た

コ

ー

ス 

以

前

の

Ｃ

経

路

は

、

JR

並

び

に

国

道

と

平

面

交

差

す

る

こ

と

に

よ

る

交

通

上

の

問

題

、

未

舗

装

に 

 
 

よ

る

農

作

物

へ

の

砂

塵

被

害

の

補

償

、

道

路

の

損

傷

が

問

題

と

な

っ

て

い

ま

し

た

。 

 

２

つ

の

資

料

を

原

文

の

マ

マ

に

引

用

し

た

が

Ｂ

経

路

が

判

り

づ

ら

い

。 

「

昔

は

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

…

」

に

お

い

て

は

、

第

２

平

和

道

路

（

Ｓ

37

～

Ａ

Ｓ

Ａ

柏

台

通

）

で

あ

る

板

敷

誘

導

路

跡

通

行

を

示

し

て

い

る

ば

か

り

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

御

前

水

の

記

述

は

35

年

に

東

側

滑

走

路

の

建

設

が

始

ま

り

現

・

南

千

歳

ア

ン

ダ

ー

パ

ス

を

通

過

、

直

進

が

で

き

な

く

な

っ

た

以

降

の

こ

と

で

あ

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

平

和

道

路

通

行

は

第

２

平

和

道

路

＋

国

道

36

号

＝

三

角

形

の

２

辺

と

比

べ

る

と

直

線

で

距

離

も

短

か

っ

た

。

ま

た

、

『

千

歳

市

と

基

地

』

の

記

述

を

も

と

に

具

体

的

な

経

路

を

思

い

描

く

こ

と

は

難

し

い

。 
 

 

戦

車

輸

送

エ

ピ

ソ

ー

ド 

奥

田

二

郎

の

『

北

海

道

米

軍

太

平

記

』

に

千

歳

進

駐

部

隊

の

戦

車

貨

車

輸

送

の

記

述

が

あ

り

、

米

軍

の

無

理

が

と

お

ら

な

か

っ

た

唯

一

の

例

と

し

て

い

る

。 

あ

る

と

き

旧

日

本

軍

の

二

倍

も

あ

る

よ

う

な

重

戦

車

を

、

千

歳

か

ら

函

館

ま

で

運

べ

と

い

う

命

令 

が

出

た

（

国

鉄

は

命

令

な

の

で

無

理

を

承

知

で

貨

車

に

積

載

し

た

）

。

戦

車

は

千

歳

か

ら

札

幌

を

通 

っ

て

、

朝

里

ま

で

積

ま

れ

て

き

た

。

こ

こ

に

最

初

の

ト

ン

ネ

ル

が

あ

っ

た

。

列

車

は

ト

ン

ネ

ル

口

の 

一

歩

手

前

で

停

止

し

た

。

「

こ

の

通

り

で

す

」

な

る

ほ

ど

戦

車

の

巨

体

は

ト

ン

ネ

ル

の

天

井

よ

り

一 

メ

ー

ト

ル

も

高

い

の

だ

。

…

（

著

者

註

‐

形

式

は

不

明

だ

が

１

㍍

は

大

げ

さ

な

表

現

） 

部

隊

名

、

時

期

の

記

述

は

な

い

が

、

Ｒ

Ｔ

Ｏ

と

い

う

こ

と

か

ら

20

年

か

ら

27

年

の

間

、

そ

れ

も

戦

後

間

も

な

い

こ

ろ

の

こ

と

で

あ

ろ

う

。

千

歳

進

駐

の

歩

兵

部

隊

が

戦

車

を

有

し

て

い

た 

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

な

お

、

日

本

戦

車

は

八

九

式

か

ら

61

式

ま

で

鉄

道

輸

送

を

考

慮

し

て

全 

幅

、

全

高

と

も

に

建

築

限

界

内

に

抑

え

ら

れ

て

い

た

。 

 

参

考

文

献 

 

奥

田

二

郎 

『

北

海

道

米

軍

太

平

記

‐

黒

と

赤

の

日

誌

』 

昭

和

36

年 

 
 

北

千

歳

駐

屯

地 

『

北

千

歳

駐

屯

地

開

庁

40

周

年

記

念

誌

』 

平

成

４

年 

 
 

千

歳

市 

『

千

歳

市

と

基

地

（

平

成

24

年

度

）

』 

平

成

25

年 

・

『

千

歳

市

史

』 

昭

和

44

年 
 

 
 

千

歳

市

開

拓

農

業

協

同

組

合 

『

砂

礫

に

耕

す

‐

開

拓

農

協

四

十

年

の

記

録

‐

』 

昭

和

59

年 

 
 

千

歳

民

報

社 

『

千

歳

民

報

』 

 
 

北

海

道

道

路

史

調

査

会 

『

札

幌

・

千

歳

間

道

路

物

語

』 

平

成

15

年 

 
 

松

岡

政

雄 

「

昔

は

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

３

本

の

経

路

が

あ

っ

た

」

『

北

海

道

大

演

習

場

五

十

年

物

語

』

防

衛 

弘

済

会

札

幌

支

部

（

千

歳

地

方

隊

友

会

） 

平

成

17

年 
 

協

力 

 

㈱

ジ

ャ

パ

ン

・

ミ

リ

タ

リ

ー

・

レ

ビ

ュ

ー

（

『

軍

事

研

究

』

）

／

鈴

崎

利

治 

 
 

佐

々

木

信

雄 

山

口

良

二 
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秦

一

明

秦

一

明

秦

一

明

秦

一

明

に

は

に

は

に

は

に

は

長

女

長

女

長

女

長

女

「「「「

と

く

と

く

と

く

と

く

」」」」

が

い

た

が

い

た

が

い

た

が

い

た    
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

代

目

戸

長

秦

一

明

を

讃

え

る

会

会

員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

守 

屋 

憲 

治 

  

秦

一

明

に

つ

い

て

は

、

平

成

21

年

３

月

発

行

の

新

千

歳

市

史

機

関

誌

『

志

古

津

』

第

９

号

に

二

代

目

戸

長

秦

一

明

を

讃

え

る

会

の

東

川

孝

会

長

が

寄

稿

し

た

「

秦

一

明

と

二

〇

年

～

二

代

目

戸

長

の

人

物

像

を

求

め

て

～

」

を

ご

一

読

願

う

と

し

て

（

『

志

古

津

』

は

千

歳

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

閲

覧

可

能 
 

志

古

津 

で

検

索

）

、

簡

単

に

履

歴

を

記

し

た

い

。 

 
 

文

政

11

（

１

８

２

８

）

年 

伊

予

国

新

居

郡

楢

木

村

に

生

ま

れ

る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

親

兵

隊

長

、

函

衛

隊

長

兼

砲

兵

隊

長

、

函

館

税

関

吏

な

ど

を

歴

任

）

 

 
 

明

治

13

（

１

８

８

０

）

年 

千

歳

郡

各

村

（

現

・

千

歳

市

、

恵

庭

市

）

戸

長

に

任

命 

 
 
 
 

14

年 
 
 
 
 
 
 

明

治

天

皇

北

海

道

御

巡

幸 

千

歳

行

あ

ん

在

所

ざ

い

し

ょ

に

お

迎

え

し

大

任

を

果 

た

す 

 
 
 
 

17

年 
 
 
 
 
 
 

戸

長

現

職

の

ま

ま

千

歳

で

病

死 
 

 

会

長

は

３

年

か

ら

３

期

12

年

に

わ

た

っ

て

千

歳

市

長

の

職

に

あ

っ

た

。

讃

え

る

会

は

会

長

が

収

入

役

で

あ

っ

た

元

年

に

設

立

さ

れ

、

秦

一

明

に

関

わ

る

事

項

の

研

究

と

命

日

の

墓

参

を

続

け

た

が

、

会

員

の

高

齢

化

な

ど

か

ら

発

足

20

年

を

区

切

り

と

し

て

休

会

と

な

っ

て

い

た

。

そ

し

て

27

年

８

月

18

日

、

会

長

は

81

歳

で

亡

く

な

っ

た

。 

 

「

秦

一

明

と

二

〇

年

」

‐

図

１ 

秦

・

塩

谷

家

の

家

系

図

（

一

部

）

に

は

一

明

と

妻

ま

き

と

の

間

に

、

長

男

殿

三

、

養

女

く

ら

、

次

女

か

ね

の

３

人

の

子

が

記

載

さ

れ

て

い

る

（

図

１

）

。

以

前

か

ら

讃

え

る

会

会

員

一

同

、

な

ぜ

長

女

の

名

が

な

い

の

か

疑

問

だ

っ

た

。

一

明

に

関

す

る

資

料

は

す

べ

て

明

治

以

降

の

も

の

で

、

す

で

に

結

婚

の

た

め

家

を

出

た

長

女

を

家

族

と

し

て

記

載

し

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

か

…

と

も

考

え

ら

れ

た

。 

 

一

明

の

次

女

か

ね

は

恵

庭

の

塩

谷

栄

作

に

嫁

ぎ

子

孫

を

知

る

こ

と

が

で

き

た

が

現

在

で

は

そ

れ

を

辿

る

こ

と

も

で

き

な

い

。

函

衛

隊

隊

員

か

ら

後

に

開

拓

使

根

室

出

張

所

に

赴

任

し

て

い

っ

た

長

男

殿

三

と

養

女

く

ら

の

そ

の

後

は

現

在

ま

で

不

明

で

あ

る

。 

 

28

年

10

月

初

め

、

市

史

編

さ

ん

担

当

部

署

に

静

岡

県

浜

松

市

中

区

に

住

む

伊

野

田

正

年

氏

か

ら

市

の

広

報

広

聴

課

を

経

由

し

て

電

話

が

入

っ

た

。

讃

え

る

会

の

会

員

で

あ

っ

た

私

が

た

ま

た

ま

電

話

を

と

っ

た

。

内

容

は

驚

愕

す

べ

き

も

の

だ

っ

た

。

秦

一

明

が

没

し

て

１

３

０

年

以

上

が

経

過

、

も

う

新

た

な

事

実

は

出

な

い

だ

ろ

う

と

あ

き

ら

め

て

い

た

と

こ

ろ

伊

野

田

氏

は

次

の

よ

う

に

語

っ

た

。 
 

 

「

高

齢

な

も

の

が

家

系

図

を

ま

と

め

な

い

と

資

料

は

消

え

て

し

ま

う

。

こ

れ

が

務

め

と

思

っ

て

残

さ

れ

た

資

料

か

ら

家

系

を

調

べ

、

そ

の

数

は

８

０

０

人

近

く

に

な

っ

た

。

そ

の

う

ち

の

１

人

に

、

岡

田

安

貞

（

天

保

12

（

１

８

４

１

）

年

10

月

10

日

生

）

の

妻

「

と

く

（

嘉

永

５

（

１

８

５

２

）

年

９

月

22

日

生

）

」

が

い

て

、

戸

籍

簿

に

父

・

秦

斗

鬼

三

と

記

載

さ

れ

て

い

た

。

秦

斗

鬼

三

に

つ

い

て

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

検

索

を

か

け

た

と

こ

ろ

千

歳

市

の

公

式

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

『

志

古

津

』

に

行

き

着

い

た

。

秦

斗

鬼

三

は

秦

一

明

と

同

一

人

物

（

Ｍ

３

改

名

）

と

記

述

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

電

話

し

た

次

第

だ

」

と

い

う

。 

 

戸

籍

簿

に

よ

る

と

、

と

く

は

明

治

元

（

１

８

６

８

）

年

９

月

20

日

、

東

京

府

赤

坂

区

宮

益

町

（

現

・

港

区

赤

坂

総

合

支

所

管

下

）

か

ら

入

籍

と

あ

る

と

い

う

（

札

幌

県

官

員

履

歴

書

に

あ

る

一

明

の

原

籍

は

青

森

県

東

津

軽

郡

青

森

大

町

…

安

政

元

（

１

８

５

４

）

年

２

月

20

日

青

森

大

町

に

て

次

女

か

ね

出

生

）

。 

 

「

父

・

秦

斗

鬼

三

」

と

い

う

名

、

長

女

「

と

く

」

は

次

女

か

ね

と

の

年

の

差

が

１

歳

７

ヵ

月

を

考

え

る

と

、

「

と

く

」

は

秦

一

明

の

長

女

で

あ

る

蓋

然

性

が

高

い

。 

図１ 秦・塩谷家の家系図（一部） 
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明

治

元

年

７

月

15

日

に

地

方

行

政

機

関

で

あ

る

函

館

裁

判

所

の

趨

事

席

（

同

心

格

）

に

な

る

以

前

の

７

年

間

、

斗

鬼

三

の

履

歴

は

全

く

不

明

で

あ

る

が

、

こ

の

住

所

の

意

味

す

る

と

こ

ろ

は

何

な

の

で

あ

ろ

う

か

。

秦

斗

鬼

三

は

江

戸

に

住

ま

い

し

て

い

た

の

か

。

住

ん

で

い

た

の

な

ら

何

を

し

て

い

た

の

か

。

知

る

す

べ

も

な

い

が

興

味

深

い

も

の

が

あ

る

。 

 

伊

野

田

氏

の

話

は

続

い

た

。 

 

「

安

貞

と

と

く

の

間

に

は

３

男

４

女

の

子

が

あ

っ

た

（

ほ

か

に

養

女

）

が

、

次

女

か

ね

（

Ｍ

13

生

）

の

結

婚

相

手

が

芥

田

菊

太

郎

で

明

治

43

年

５

月

15

日

入

籍

と

な

っ

て

い

る

。

菊

太

郎

は

昭

和

４

年

64

歳

の

時

、

女

子

の

商

業

学

校

を

創

り

た

い

と

い

う

若

き

日

の

思

い

を

実

現

さ

せ

４

年

制

実

業

学

校

の

浜

松

女

子

商

業

学

校

を

設

立

し

た

。

現

在

の

浜

松

修

学

舎

中

学

校

・

高

等

学

校

で

あ

る

。

ま

た

、

私

は

安

貞

の

長

男

の

子

（

次

男

）

の

系

譜

で

あ

る

」

と

い

う

。 

 

長

女

と

く

に

話

を

戻

し

た

い

。 

 

と

く

の

夫

で

あ

る

岡

田

安

貞

は

明

治

33

（

１

９

０

０

）

年

７

月

22

日

に

58

歳

で

亡

く

な

り

、

と

く

は

夫

の

死

後

、

40

年

９

月

３

日

に

浜

名

郡

浜

松

町

（

現

・

浜

松

市

）

に

お

い

て

54

歳

で

亡

く

な

っ

た

と

い

う

。

伊

野

田

氏

に

よ

る

と

、

と

く

の

東

京

の

戸

籍

は

昭

和

20

年

の

空

襲

で

焼

失

し

て

い

る

と

の

こ

と

。 

 

こ

の

度

の

伊

野

田

氏

の

情

報

に

よ

っ

て

、

こ

れ

ま

で

不

明

だ

っ

た

長

女

の

存

在

が

確

認

で

き

一

明

の

末

裔

を

知

る

こ

と

が

で

き

た

。

伊

野

田

氏

に

感

謝

申

し

上

げ

た

い

。 

 

と

く

の

存

在

に

よ

っ

て

讃

え

る

会

の

事

務

局

長

、

会

員

と

も

話

し

合

う

機

会

を

も

て

た

。 

野

元

和

光

事

務

局

長

は

「

秦

さ

ん

は

明

治

14

年

に

千

歳

教

育

所

の

設

立

に

尽

力

し

、

自

ら

も

教

鞭

を

と

っ

た

こ

と

が

知

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

度

長

女

と

く

さ

ん

の

存

在

が

分

か

り

、

秦

さ

ん

の

孫

が

教

育

者

で

あ

る

こ

と

に

何

か

し

ら

の

縁

を

感

じ

る

。

会

長

が

存

命

な

ら

ば

子

孫

の

方

と

交

流

な

ど

情

報

交

換

の

機

会

を

も

っ

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

想

像

に

難

く

な

い

」

と

話

し

た

。

「

秦

さ

ん

」

と

は

も

ち

ろ

ん

秦

戸

長

の

こ

と

で

あ

る

。

讃

え

る

会

の

会

員

が

日

常

的

に

戸

長

を

話

題

に

す

る

時

、

親

近

感

と

併

せ

敬

愛

の

情

を

込

め

て

さ

ん

付

け

で

呼

ん

だ

。 

 

こ

の

度

の

と

く

さ

ん

の

存

在

で

讃

え

る

会

と

し

て

何

等

か

の

行

動

を

と

考

え

、

有

志

で

墓

碑

周

り

の

除

草

な

ど

を

今

夏

か

ら

再

び

行

お

う

と

い

う

こ

と

に

な

っ

た

。

秦

さ

ん

も

、

東

川

会

長

も

喜

ん

で

く

れ

る

こ

と

で

あ

ろ

う

。 

『

志

古

津

ぷ

ら

す

』

を

仏

前

に

早

く

届

け

た

い

と

思

う

今

日

こ

の

頃

で

あ

る

。 
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雑

感

雑

感

雑

感

雑

感    

市

史

編

市

史

編

市

史

編

市

史

編

さ

ん

の

さ

ん

の

さ

ん

の

さ

ん

の

進

捗

進

捗

進

捗

進

捗

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『

新

千

歳

市

史 

通

史

編

下

巻

』

へ

の

原

稿

執

筆

者

を

選

考

し

、

執

筆

依

頼

を

し

た

の

が

平

成

27

年

秋

だ

っ

た

。

市

史

編

さ

ん

担

当

４

人

の

ほ

か

、

途

中

で

追

加

依

頼

し

た

方

も

含

め

て

43

人

に

お

願

い

し

て

い

る

。

約

１

年

を

経

過

し

た

と

こ

ろ

で

、

４

人

か

ら

完

成

原

稿

を

受

領

し

た

。

他

の

執

筆

者

に

進

捗

状

況

を

確

認

し

た

と

こ

ろ

、

「

資

料

は

収

集

し

て

い

る

が

執

筆

に

は

至

っ

て

い

な

い

」

が

19

人

で

大

多

数

を

占

め

、

「

取

り

か

か

っ

て

い

な

い

」

が

７

人

。

「

取

り

か

か

っ

て

い

な

い

」

は

別

と

し

て

、

し

っ

か

り

と

資

料

を

集

め

て

か

ら

執

筆

を

始

め

る

タ

イ

プ

と

、

書

き

な

が

ら

必

要

な

資

料

を

探

し

進

め

て

い

く

タ

イ

プ

が

あ

る

の

で

、

順

調

な

進

捗

状

況

な

の

か

ど

う

か

は

不

明

で

あ

る

。 

昨

年

11

月

、

執

筆

者

の

方

々

に

昭

和

20

年

か

ら

30

年

代

、

『

千

歳

民

報

』

が

創

刊

さ

れ

る

前

に

千

歳

町

内

で

発

刊

さ

れ

て

い

た

地

元

新

聞

を

資

料

と

し

て

提

供

し

た

。

戦

時

中

、

新

聞

界

は

厳

し

く

統

制

さ

れ

、

道

内

で

も

各

地

方

新

聞

が

『

北

海

道

新

聞

』

１

紙

に

統

合

さ

れ

た

。

し

か

し

終

戦

後

、

Ｇ

Ｈ

Ｑ

は

直

ち

に

日

本

政

府

に

よ

る

新

聞

統

制

を

撤

廃

し

、

言

論

の

自

由

を

許

可

し

た

。

都

道

府

県

１

紙

の

新

聞

統

合

も

廃

止

さ

れ

、

全

国

各

地

で

新

聞

の

創

刊

、

復

刊

が

続

き

、

北

海

道

内

で

も

各

地

で

多

く

の

新

聞

が

生

ま

れ

た

。

戦

後

ま

も

な

い

物

不

足

で

新

聞

用

紙

の

確

保

や

資

材

の

調

達

が

困

難

な

状

況

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

多

く

の

新

聞

が

生

ま

れ

た

の

は

、

戦

時

中

の

言

論

統

制

へ

の

反

動

と

言

論

の

自

由

へ

の

期

待

に

よ

る

も

の

だ

と

思

わ

れ

る

。 

千

歳

の

地

元

紙

で

は

『

千

歳

サ

ン

デ

ー

毎

日

』

（

の

ち

に

改

題

し

て

『

石

狩

新

報

』

）

、

『

千

歳

新

聞

』

、

『

千

歳

毎

日

』

、

『

日

刊

チ

ト

セ

』

が

北

海

道

立

図

書

館

に

一

部

残

存

し

て

い

た

。

昭

和

44

年

に

刊

行

し

た

『

千

歳

市

史

』

に

は

、

さ

ら

に

『

千

歳

新

報

』

の

記

述

が

あ

る

が

存

在

は

不

明

。

そ

の

ほ

か

に

札

幌

市

在

住

の

地

方

新

聞

を

研

究

し

て

い

る

佐

藤

陽

一

氏

が

所

蔵

し

て

い

る

『

い

し

か

り

中

部

タ

イ

ム

ス

』

も

千

歳

で

発

刊

し

て

い

た

と

さ

れ

て

い

る

が

所

在

を

確

認

で

き

て

い

な

い

。

ま

た

、

『

千

歳

サ

ン

デ

ー

毎

日

』

第

２

号

（

Ｓ

23

・

４

・

25

）

の

中

で

、

編

集

局

よ

り

「

大

へ

ん

皆

様

に

可

愛

が

ら

れ

、

１

５

０

０

有

余

の

購

買

者

を

以

て

本

町

唯

一

の

報

道

機

関

誌

『

千

歳

』

も

農

業

会

の

解

散

と

共

に

廃

刊

し

て

し

ま

い

ま

し

た

」

と

あ

る

。

こ

の

千

歳

町

農

業

会

が

発

行

し

て

い

た

と

い

う

『

千

歳

』

も

創

刊

時

期

、

刊

行

間

隔

、

購

読

料

な

ど

の

詳

細

は

不

明

だ

が

、

町

が

約

３

０

０

０

世

帯

の

時

代

に

１

５

０

０

部

以

上

も

購

読

が

あ

っ

た

と

い

い

、

農

家

を

中

心

に

広

く

千

歳

町

民

に

親

し

ま

れ

て

い

た

情

報

誌

（

紙

？

）

と

思

わ

れ

る

。 

新

聞

は

そ

の

時

代

を

知

る

貴

重

な

資

料

と

な

る

が

、

昭

和

20

年

代

か

ら

30

年

代

の

地

元

新

聞

は

ご

く

一

部

し

か

残

さ

れ

て

い

な

い

。

読

み

終

わ

っ

た

新

聞

は

様

々

な

用

途

に

使

用

さ

れ

、

残

し

て

お

く

時

代

で

は

な

か

っ

た

か

も

し

れ

な

い

。

特

に

農

業

会

の

『

千

歳

』

や

『

い

し

か

り

中

部

タ

イ

ム

ス

』

の

情

報

が

あ

れ

ば

い

た

だ

き

た

い

。 

◆ 
 
 
 

◆ 
 
 
 

◆ 

２

月

２

日

に

通

算

第

４

回

目

の

編

さ

ん

委

員

会

を

実

施

し

、

そ

の

中

で

『

新

市

史

（

下

）

』

文

中

の

数

字

表

記

に

つ

い

て

協

議

し

た

。

従

来

、

縦

書

き

の

文

章

は

漢

数

字

、

横

書

き

は

算

用

数

字

が

原

則

と

さ

れ

て

い

た

。

『

新

市

史

（

上

）

』

も

漢

数

字

を

原

則

と

し

た

。

し

か

し

新

聞

は

、

平

成

21

年

６

月

１

日

か

ら

共

同

通

信

が

新

聞

紙

面

制

作

用

記

事

の

配

信

を

原

則

算

用

数

字

に

し

た

こ

と

に

伴

っ

て

、

特

に

地

方

新

聞

の

算

用

数

字

へ

の

移

行

が

進

ん

だ

。

『

北

海

道

新

聞

』

、

『

千

歳

民

報

』

も

同

日

か

ら

移

行

し

て

い

る

。

い

ろ

い

ろ

調

べ

た

が

特

に

定

め

は

な

く

、

統

一

さ

れ

て

い

れ

ば

よ

い

よ

う

だ

。

固

有

名

詞

や

慣

用

句

以

外

は

、

算

用

数

字

の

ほ

う

が

読

み

や

す

い

と

い

う

方

が

お

そ

ら

く

多

い

と

思

う

。

こ

の

号

は

算

用

数

字

を

試

用

し

て

み

た

。

「

下

巻

」

の

刊

行

に

向

け

、

読

み

や

す

く

違

和

感

の

な

い

表

記

に

な

る

よ

う

に

検

討

し

て

い

き

た

い

。 

 

な

お

、

記

事

に

つ

い

て

の

誤

り

や

疑

問

点

な

ど

、

お

気

付

き

の

点

が

あ

り

ま

し

た

ら

市

史

編

さ

ん

担

当

ま

で

連

絡

を

お

願

い

し

ま

す

。

（

千

歳

市

総

務

部

主

幹

：

市

史

編

さ

ん

担

当

）
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